





























































1,758m） などからなる火山体で （第 1図）、100
万年前から活動を開始し、32万年前～12万年前
蔵王火山亜高山帯のオオシラビソ林における積雪グライドの観測
佐々木明彦 1） 2）・河島克久 3）・松元高峰 3）・伊豫部　勉 4）・倉元隆之 5）・鈴木啓助 2）










までが山地帯で、ブナ （Fagus crenata） やミズ
ナラ （Quercus crispula） を主体とする落葉広葉
樹林が占めている。それ以高は亜高山帯で、オ
オシラビソ （Abies mariesii） が占める。ただし、
急斜面や崩壊地にはオオシラビソは生育せず、
かわりにダケカンバ （Betula ermanii） が林分を
つくる。また、標高1,600m以上の主稜線には
オオシラビソ林は成立せず、ハイマツ （Pinus 
pumila） 群落やミネズオウ （Loiseleuria procum-









































































































































2.6 cmとなった （第 6図）。
林外では、2月10日に初めて動き、2月14日



































積雪深 （cm） 平均密度 （kg /m3）積雪水量 （mm）
2015年 2月16日 201 317 637.2 
2015年 2月28日 204 332 677.3 
2015年 3月21日 180 476 856.8 
2015年 3月29日 159 478 760.0 
第８図　積雪層の雪温と密度
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シラビソ林内で観測された積雪グライドは、雪
崩の前兆となったり地形を変えるようなインパ
クトはもっていないものの、亜高山帯の植生分
布やその動態を考える上で非常に重要な現象で
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ϭ．まとめ
自作の積雪グライド計を用いて、蔵王火山亜
高山帯のオオシラビソ林において積雪グライド
量の観測を実施した。その結果、積雪水量換算
で少なくとも637 mm程度の積雪がもたらされ
ないと、本観測地点では積雪グライドが発生し
ないことが明らかとなった。また、その累積量
も林内で2.6 cm、林外で21.1 cmとごく小さな値
となり、雪崩の発生に結びつくような積雪層の
動きは認められなかった。林床の落枝や倒木な
どがつくる観測地斜面の抵抗力に対し、観測値
斜面の傾斜や積雪の重量がせん断応力を十分に
生み出すには至らないのであろう。少なくとも
本観測地が雪崩の発生区になるようなことはな
いと考えられる。一方、この微弱な積雪グライ
ドは、オオシラビソの実生の生長などにはイン
パクトを与えている可能性がある。積雪グライ
ドと亜高山帯針葉樹林の動態との関係は亜高山
帯針葉樹林の成立機構を考えるうえで今後検討
すべき重要な課題である。
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